



（平成 28 年 8 月 26 日提出， 11 月 4 日受理）
Proposals to “Kindergarten-Elementary school bridging curriculum” in 
Human Growth　(2)
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Abstract： In this study, with reference to the improvement of connecting-period curriculum that contributes to Human 
Growth, we examined whether the starting curriculum which took advantage of “Confusion Matrix” was enhanced by 
the curriculum management. According to the surveys at three elementary schools from 2014 to 2016, the following 
points are clarified.
（1） The utilization of “Confusion Matrix” can be a tool for building a consensus toward the improvement of starting curriculum.
（2） The “Confusion Matrix” can be utilized in curriculum management providing various data in association with the surveys related 
to children’s appearances and community situation.
Two issues remain in the future. One is the issue of training of facilitators who can surely play their roles in their schools and 
disseminate the “Confusion Matrix” there. The other is the issue of promoting the improvement of management power of faculty 
members as well as managerial posts by systemizing human education and curriculum management.




























































しかしながら，平成 24 年度 4 月から 11 月までの間













成 28 年度第 3 回大阪府教育行政評価審議会点検・評
価資料より抜粋　＊調査は，隔年度実施，平成 27 年























































































































































筆者自身が実践者として，第 1 学年・第 2 学年の担
任を 4 回，連続して 8 年間（２つの小学校で）で生活
科 24 か月のカリキュラムを編成した（15）。
そして，1986 ～ 1989 年に模索した生活科移行期の
「生活科年間計画」（案）を実践した。
さらに，育った子供の姿で評価して改善しながら，











◆ 2010（平成 22 年）幼小接続カリキュラム（就学後）
について検討し，入学後第 4 週までの週案・日案を作
成した。
◆ 2011（平成 23 年）「幼小接続カリキュラム（就学前）」
について検討し，接続カリキュラム作成のフォーマッ
トを提案した（19）。
◆ 2012（平成 24 年）「とまどいマトリクス」を提案し
た（20）。
◆ 2013（平成 25 年）「とまどいマトリクス」を活用し
た幼小合同指導案「一日体験入学」を作成した。
◆ 2014（平成 26 年）
「とまどいマトリクス」 を活用したアプローチカリ
キュラムの改善


















































（４）調査時期　2014 年 12 月～ 2016 年 8 月
（５）調査内容と方法　
①スタートカリキュラム作成に関わった管理職Ｄ
に，聴き取り調査を 5 回実施した。（2014 年 12 月，








ＣＭの状況（2010 ～ 2011 年度を事例として）
（２）Ｂ小における「とまどいマトリクス」の活用と
ＣＭの状況（2012 ～ 2014 年度を事例として）
（３）Ｃ小における「とまどいマトリクス」の活用と






































































































































［第２ステップ］Ｂ小（2012 ～ 2014 年度）














































































































［第３ステップ］Ｃ小（2015 ～ 2016 年の実践事例）


































































































































あおりで極端に数が少ない 40 代と 30 代後半の中堅層，












































































（ １ ） Heckman ,  James J .  and a lan b .  Krueger . 
edited by benjaminm. Friedman. introduction by 
benjainm. Friedman., Inequality in america: What 
Role for Human capital Policies?, figure, p.130 
:“average percentile rank on PIaT-Math score by 
income quartile”, ©2004 Massachusetts Institute of 
Technology, by permission of The MIT Press. James 
J. Heckman. “Skill Formation and the Economics of 
Investing in disadvantaged children. ” Science, 312, 
1900-1902, 2006.
2000 年にノーベル経済学賞を受賞したアメリカ・シ





（２）Hecman and Masterov（2007）“The　Productivity 























































る調査　最終報告書』（平成 25 年 4 月）各学校の取
組について，不適応状況の発生がもっとも多いのは



















り越えて』金子書房．pp．113 ～ 125．平成 19 年
（10）善野八千子「学校評価を活かした総合的学習のカ
リキュラム改善」日本生活科・総合的学習教育学会








































・ 善 野 八 千 子「生 活 科 の 学 力 と 求 め ら れ る 指 導 力」
『＜教育フォーラム 34 ＞教科の学力・指導力』金子
書房，2004
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別
表
1　
「
と
ま
ど
い
マ
ト
リ
ク
ス
」活
用
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
状
況
　（
20
16
　
善
野
八
千
子
）
調
査
校
と
時
期
「
と
ま
ど
い
マ
ト
リ
ク
ス
」活
用
と
の
関
連
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
状
況
調
査
対
象
者
合
同
研
修
会
を
通
し
た
認
識
変
容
計
画
的
で
あ
る
か
組
織
的
で
あ
る
か
教
科
横
断
的
で
あ
る
か
適
応
指
導
に
終
始
し
て
い
な
い
か
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
視
点
が
あ
る
か
A
小
20
10
～
20
11
D
主
幹
教
諭
子
ど
も
は
す
で
に
も
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
1
回
目「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
会
」
Ｙ
市「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
会
」発
足
市
内
保
育
園
で
の
研
修
Ｙ
市
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
初
年
度
版
の
作
成
・
修
正
「
子
ど
も
か
ら
引
き
出
す
指
導
」
の
大
切
さ
2
回
目「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
会
」
E
教
諭
：
初
任
者
幼
小
連
携
行
事
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
た
。
園
長
・
年
長
の
担
任
と
の
交
流
幼
小
の
教
員
両
者
が
指
導
観
の
違
い
を
意
識
し
て
指
導
す
る
こ
と
の
大
切
さ
3
回
目「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
会
」
担
任
で
な
い
D
主
幹
教
諭
が
実
践
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
３
～
５
歳
児
水
遊
び
・
砂
遊
び
の
参
観
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
プ
ラ
ン
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
そ
の
も
の
の
価
値
を
知
る
。
生
活
科
１
年
生
１
１
月「
あ
き
と
な
か
よ
し
」年
長
児
と
交
流
型
授
業
を
実
施
幼
小
連
携
の
実
践
事
例
の
交
流
国
語
科
：『
気
付
き
』
の
言
語
化
，
再
現
化
。
生
活
科
：
自
分
自
身
の
成
長
へ
の
気
付
き
こ
れ
ま
で
の
「
交
流
授
業
」
の
評
価
。
改
善
点
は
，両
者
の
ね
ら
い
の
明
確
化
。
ね
ら
い
を
意
識
し
た
活
動
が
展
開
。
幼
小
の
教
員
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
目
の
前
に
い
る
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
よ
り
よ
い
育
ち
を
考
え
て
い
く
こ
と
の
「
協
同
性
」
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
。
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
の
た
め
の
日
案（
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
，
「
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
善
野
20
11
）」
を
活
用
し
て
作
成
し
て
い
る
。
市
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ッ
プ
し
，
全
校
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
た
。
年
長
児
を
招
待
し
て
遊
ぶ
単
な
る
参
加
型
交
流
だ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
，
相
互
に
互
恵
性
の
あ
る
交
流
に
改
善
2
年
間
の
振
り
返
り
：
幼
小
連
携
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
，
今
か
ら
思
う
と
，
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
な
ど
喫
緊
の
課
題
だ
か
ら
，
と
い
う
場
当
た
り
的
な
こ
と
。
実
践
を
始
め
て
，「
指
導
観
の
転
換
を
図
る
こ
と
」
や
「
幼
小
連
携
は
学
校
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
も
ち
え
た
。
ま
だ
ま
だ
小
学
校
か
ら
の
目
線
だ
け
で
，
入
学
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
だ
，
と
い
う
意
識
を
ぬ
ぐ
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
か
せ
ら
れ
た
。
B
小
20
12
～
20
14
D
教
頭
「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
も
，「
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
も
全
く
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と
認
識
し
た
。
４
月
当
初
，
推
進
委
員
に
は
，
D
教
頭
が
前
任
校
で
作
成
し
て
い
た
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
雛
型
（
善
野
20
11
 を
大
山
が
改
編
し
た
も
の
）
を
提
示
し
た
。
1
年
生
担
任
F
教
諭
は
，
経
験
年
数
４
年
目
，
1
年
生
担
任
経
験
が
初
め
て
。
経
験
年
数
が
多
い
50
代
の
教
諭
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
の
幼
小
連
携
推
進
委
員
と
し
て
ス
タ
カ
リ
を
推
進
。
幼
保
小
推
進
委
員
が
幼
稚
園
に
参
観
。
50
 歳
代
の
教
員
が
大
半
を
占
め
る
中
，
ベ
テ
ラ
ン
の
素
晴
ら
し
い
指
導
技
術
を
ど
う
若
手
に
伝
え
て
い
く
か
が
学
校
の
課
題
幼
保
小
連
携
の
改
善
と
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
・
実
施
を
学
校
課
題
と
し
て
捉
え
，
教
員
間
の
共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
既
存
の
幼
保
小
連
携
推
進
委
員
を
核
と
し
て
，
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
・
実
施
就
学
前
に
育
っ
て
い
る
子
ど
も
の
力
を
テ
ー
マ
に
リ
サ
ー
チ
し
た
。
今
あ
る
（「
形
」
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
）
も
の
を
大
切
に
し
た
上
で
，
そ
こ
に
意
味
を
載
せ
て
い
く
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
・
実
施
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
。
次
年
度
に
誰
が
１
年
生
担
任
と
な
っ
て
も
自
信
を
も
っ
て
指
導
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
ね
ら
い
。
D
教
頭
が
F
教
諭
に
寄
り
添
い
，
「
安
心
」
か
ら
主
体
性
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。「
子
ど
も
か
ら
引
き
出
す
」指
導
観
を
実
感
さ
せ
る
。
生
活
科
の
学
習
を
核
と
し
た
柔
軟
な
時
間
配
分
や
，
目
で
見
て
分
か
る
環
境
設
定
の
工
夫
を
取
り
入
れ
る
な
ど
，
子
ど
も
が
安
心
し
て
自
己
発
揮
で
き
る
よ
う
に
編
成
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
ベ
テ
ラ
ン
教
師
な
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
き
た
「
子
ど
も
か
ら
引
き
出
す
指
導
」
を
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
55
共
通
理
解
を
図
っ
た
事
は
，
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
に
よ
り
，
①
子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
②
そ
の
安
心
感
を
基
に
自
分
の
も
て
る
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
③
そ
う
す
る
こ
と
で
，「
仲
間
と
共
に
学
び
込
む
力
」
を
自
ら
培
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
幼
児
教
育
の
指
導
観
に
触
れ
る
。
小
学
校
教
育
は
決
し
て
「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
に
生
か
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
は
，
実
施
し
な
が
ら
作
り
替
え
て
い
く
作
業
の
連
続
で
あ
っ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
完
成
は
実
践
終
了
後
の
夏
休
み
後
半
に
な
っ
た
が
，
若
手
の
推
進
委
員
が
大
変
な
苦
労
の
中
で
も
や
り
遂
げ
ら
れ
た
の
は
，
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
明
る
く
元
気
で
，「
明
日
も
ま
た
学
校
に
来
た
い
!」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
語
っ
て
い
た
。
初
め
て
１
年
生
を
担
任
す
る
経
験
年
数
の
少
な
い
教
員
な
が
ら
，
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
落
ち
着
き
の
あ
る
中
に
も
活
気
に
あ
ふ
れ
る
学
級
経
営
が
で
き
て
い
る
。
実
際
の
ク
ラ
ス
に
は
，
４
，５
月
に
不
登
校
傾
向
を
示
し
て
欠
席
す
る
児
童
は
一
人
も
お
ら
ず
，
朝
か
ら
自
分
の
事
は
進
ん
で
自
分
で
行
い
，
仲
間
と
元
気
に
遊
ぶ
明
る
い
声
が
響
い
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
自
己
発
揮
で
き
，
学
校
生
活
を
仲
間
と
共
に
楽
し
み
，
主
体
的
に
学
ぶ
「
仲
間
と
共
に
学
び
込
む
力
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
推
進
委
員
に
は
，
幼
保
小
交
流
事
業
の
計
画
・
反
省
の
会
へ
教
頭
と
共
に
参
画
す
る
よ
う
働
き
か
け
た
。
年
度
末
に
，
完
成
し
た
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
，
幼
保
小
連
携
と
そ
の
実
践
を
通
し
た
校
内
研
修
会
を
実
施
。
経
験
年
数
の
多
い
G
教
諭
の
考
え
を
取
り
入
れ
て
実
施
。
年
度
末
研
修
会
の
テ
ー
マ
は
「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
翌
年
度
の
校
内
組
織
に
，
｢
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
校
務
分
掌
と
し
て
位
置
づ
け
，
管
理
職
･
１
年
生
担
任
･
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
構
成
メ
ン
バ
ー
。
20
14
年
度
末
，
D
教
頭
・
F
教
諭
G
教
諭
3
名
が
異
動
し
て
も
継
続
。
C
小
20
15
～
20
16
（
8
月
現
在
）
D
教
頭
A
小
同
様
に
「
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
善
野
20
11
）」
を
活
用
し
て
作
成
し
て
い
る
。
入
学
前
か
ら
の
状
況
把
握
と
個
別
の
支
援
策
を
準
備
し
て
い
る
。（
小
石
集
め
に
執
着
す
る
G
児
）
久
し
ぶ
り
の
1
年
生
担
任
H
教
諭
が
，
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
実
践
を
，
今
ま
で
の
先
生
方
以
上
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
実
践
の
終
了
後
も
，
子
供
か
ら
引
き
出
す
指
導
を
継
続
。
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
指
導
観
と
「
小
学
1
年
生
の
児
童
観
」
の
転
換
を
見
事
に
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
朝
タ
イ
ム
か
ら
「
な
か
よ
し
タ
イ
ム
」（
特
活
）の
モ
ジ
ュ
ー
ル
編
成
。
柔
軟
な
時
間
枠
の
活
動
。
実
践
上
の
工
夫
を
考
え
加
え
る
た
め
の
「
型
」
を
示
し
な
が
ら
，
後
か
ら
子
ど
も
の
「
安
心
・
成
長
・
自
立
」
へ
向
け
た
「
仲
間
と
共
に
学
び
込
む
力
」
の
育
成
へ
と
「
魂
」
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
。
モ
デ
ル
（
型
） 
を
例
と
し
て
編
成
率
を
高
め
て
い
る
。
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
で
き
て
い
て
も
，
入
学
前
後
の
子
ど
も
の
児
童
観
・
指
導
観
に
対
す
る
意
識
を
転
換
す
る
必
要
を
実
感
。
P
D
C
A
 サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て
常
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
１
年
生
担
任
I　
教
諭
が
，
A
小
当
時
の
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
員
で
あ
っ
た
。
D
教
頭
と
協
同
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
登
校
後
の
生
活
習
慣
の
確
立（
片
付
け
や
身
支
度
が
ス
ム
ー
ズ
）
に
よ
り
，
手
遊
び
，
貨
物
列
車
な
ど
の
自
由
遊
び
か
ら
，「
学
校
探
検
」
（
生
活
科
）
に
総
合
活
動
20
16
年
度
は
，
4
週
間「
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
が
，
2
週
間
に
短
縮
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
教
育
委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
，
市
内
の
よ
り
多
く
の
小
学
校
で
の
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
・
実
施
し
て
い
く
。
子
ど
も
の
育
ち
を
引
き
出
す
言
葉
か
け
が
で
き
る
教
師
力
が
必
要
だ
と
認
識
。
経
験
年
数
の
格
差
が
あ
っ
て
も
実
施
可
能
な
校
内
体
制
の
確
立
が
課
題
。
